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研究・開発職就業体験／技術系5daysインターンシップ

2021年8月

1 5 27

理系学生のみを対象

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ 交通費の支給あり　宿泊費の支給あり　食事代の支給あり

全て対面で実施

【実務体験】実際の業務を一部実施　【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【疑似体験】課題に対する個人ワーク　【交
流】社員の同行等による仕事見学やオフィス・工場・研究所などの職場見学　【交流】社員との座談会　【交流】参加学生との座談会　【その他】人事や社員による講
義・レクチャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

【実施内容】
DAY１：会社説明、事業所紹介・見学、参加学生・社員との顔合わせ　
DAY２～４：各自テーマにて実習
DAY5：成果発表、社員からのフィードバック

【実習テーマ一覧】
実際の業務に基づいたテーマを17テーマ用意し、学生さんには各自１テーマを担当していただきました。

■機械系専攻限定
〇３Dプリンタを用いた機能性キャップの研究開発体験
〇シミュレーションを用いたアルミ缶底部耐圧形状の研究開発体験
〇マイクロ流体デバイスの研究開発体験
〇液切れ性改善を目的としたプラスチックキャップの開発体験
〇オリジナル紙製パウチの開発体験
〇生産設備の構成要素の設計開発体験
〇アルミ飲料缶の開発体験
〇アルミエアゾール缶の開発体験
〇飲料用PETボトルの開発体験
〇新しいパウチ（フィルム）製品の開発体験

■電気電子系専攻限定
〇マイクロ波を用いた食品殺菌に関する研究開発体験
〇リレー回路図とシーケンス制御プログラムの開発体験

■化学系・生物系専攻限定
〇新しいパウチ（フィルム）製品の開発体験

■専攻不問（材料開発に興味のある方）
〇中身が流れ落ちやすい容器「SLIDEX」の研究開発体験
〇飲料PETボトル用キャップの材料研究開発体験
〇容器へのデジタル印刷技術の開発体験
〇リサイクル材や機能性材料を用いたプラスチック容器の開発体験
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部長　課長（マネージャー）　主任（チームリーダー）　若手社員

【拠点見学】
工場総務担当者より就業体験を行う拠点内の説明・見学を行った。

【テーマ実習】
実際のラボや各居室にて担当課長、主任、現場若手社員にレクチャーを受けながら、自身の担当するテーマについて研究・開発をし
た。

【成果発表】
最終日には部長含む実習に関わった社員へ向け、丸3日間で取り組んだテーマの成果を発表し、それに対するフィードバックを行った。

【社員座談会】
現場若手社員と参加学生同士で座談会を実施し、業務内容や働き方、就活に関するテーマで話をし、懇親を深めた。

【実際の業務を、実際に働く現場で体験してもらうこと】

パッケージメーカーでの研究職・開発職の働き方を明確にイメージを持っていただきたく、実習テーマは現場社員が実際に行っている
具体的なものにした。
またどこか別の会場で擬似的に業務を体験するのではなく、インターンシップ担当者以外の社員も近くで通常業務をしている環境で、
同じ設備を使って実習をする方が、よりリアルに働くイメージが出来ると考え、コロナ禍ではあったが受入現場の調整をした。

【今行っている研究や履修している授業が、社会では（企業では）どう活きるのかを体感してもらうこと】

これまで理系の学生さんと接点を持つ中で、「自身の専攻（研究）を活かして仕事がしたいが、どう活きるのか明確にイメージがしに
くい」という声を伺うことが多かった。
そのため今回の就業体験を通じて、「目的意識（誰のための／何のための研究なのか）」や「意識すべきポイント（コスト・納期
等）」等の社会で働く上で必要なポイントをお伝えしつつ、研究への取り組み方、計画の立て方、今持っている知識を基礎としてどう
応用していくかなど、先輩社員より具体的にレクチャーすることで、学生さんに今の研究活動の先のイメージをお持ちいただくことが
出来た。

【参加後アンケートの実施】

参加者の学生、受入現場の社員など本実習に携わった全員にアンケートを実施し、次年度の改善点等を把握することが出来た。

インターンシップの内容説明

受入にあたっての事前準備（宿泊・交通経路確認）を含め、お電話と書面にてご本人と個別でやり取りを実施した。

個人に対する口頭でのフィードバック

10分～20分程度 プログラム期間中複数回実施した

【過程において「なぜ」そういった行動（考え）に至ったのかを確認し、フィードバックをした】

成果だけをみて、その成果に対してのフィードバックをしただけでは学生さんの気付きにはならないため、どういった点に着目をした
のか、なぜそこからその行動に至ったのかの個人の考えを必ず確認し、その上で実際に現場で働く社員より「I（アイ）メッセージ※」
でフィードバックをした。
※私は～だと思う、と自身を主語にして伝えること

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー

上場（株式公開）

【実習報告会の実施】
インターンシップ参加者で実習報告会を2日程で実施した（任意参加／オンライン実施）。
自身の担当したテーマと実習内容、そこから得た成果を資料にまとめて発表してもらった。発表内容に対して、別拠点の社員や部長より質疑、フィードバック
を行ったことで、インターンシップ期間に交流の出来なかった社員との交流が出来たほか、自身の参加した拠点、テーマ以外の学生がどんな取り組みをしたの
かを共有する事ができた。

【オンラインイベントへのご案内】
会社理解（ビジネスモデルなど）コンテンツや、技術系社員のパネルトークなどのイベントへご案内し、様々な視点から会社をご理解いただけるようにした。

【会社案内の郵送】
会社パンフレットをご自宅へ郵送し、定期的に接点を持てるようにした。

5，000人以上

鉄鋼・金属・鉱業


